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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技に係る所定のデータが格納された電子部品を内蔵するケース体と、
　前記ケース体が搭載され、所定の接続部が設けられた制御基板と、
　前記制御基板が取り付けられる支持ベースと、
　前記支持ベースの端部に設けられる回動軸部を中心に回動可能に軸支されると共に、前
記制御基板の前記ケース体が搭載された面を覆うリアカバーと、を備え、
　前記ケース体は前記回動軸部から離間する位置に設置され、
　前記リアカバーには、前記ケース体を収容するケースカバーが突出形成されており、
　前記リアカバーを前記回動軸を中心に回動させた場合に前記ケースカバーが前記ケース
体に接触することなく前記リアカバーを開閉するように、前記ケースカバーには、前記リ
アカバーの開放端側の側面に、前記リアカバーの開放端側に向かって下り傾斜する傾斜部
が形成され、
　前記リアカバーには、前記ケースカバーの前記傾斜部に隣接すると共に、前記制御基板
の前記接続部と連通する開口部が形成され、
　前記開口部に対向する側の前記傾斜部により形成される所定の空間が設けられているこ
とを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　請求項１記載の遊技機において、
　前記所定の空間は、前記開口部を前記制御基板に垂直な方向へ投影した場合の投影面と
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前記傾斜部との間に、前記接続部への部品の着脱作業を容易にするように形成されている
ことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関する。特に、遊技に関する所定のデータが格納された電子部品等
が内蔵されるケース体が取り付けられた制御基板を備える遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、停止ボタンを備えたスロットマシン、いわゆるパチスロ機には、正面の表示窓
内に複数の図柄を表示するリールを複数配列して構成したリールユニットと、リール上に
表示された図柄と同様の図柄等、遊技に関する種々の情報を表示する液晶表示部と、を備
えたものがある。ここで、パチスロ機は、遊技者のスタート操作に応じて、リールユニッ
トを駆動して各リールを回転させることにより、図柄を変動表示させ、一定時間後自動的
に或いは遊技者の停止操作により、各リールの回転を順次停止させる。このとき、表示窓
内に現れた各リールの図柄が特定の組合せ（入賞図柄）になった場合にコイン、メダル等
の遊技媒体を払出すことで遊技者に所定の利益を付与する。
【０００３】
　ところで、このようなパチスロ機には、遊技に関するプログラムや画像データ等が格納
された電子部品等が内蔵されるケース体、いわゆるカードリッジが、遊技に関する情報等
を制御する制御基板に取り付けられたものがある。そして、カートリッジは、通常、基板
を覆うリアカバーにより覆われるように配置されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００５－１５２２６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載のパチスロ機は、カードリッジを覆うリアカバーが多
数のネジにより支持ベースに取り付けられていた。そのため、カートリッジの交換等の作
業をするためには、支持ベースを固定するすべてのネジを取り外し、リアカバーを支持ベ
ースから取り外す作業を行う必要があった。このような作業は、非常に手間と時間がかか
ると共に、作業者にとっても大変煩雑な作業であった。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みなされたものであって、遊技に関する所定のデータが格納さ
れた電子部品が実装されたケース体の交換作業が容易な遊技機を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者は、制御基板及び制御基板に取り付けられるケース体を収容するリアカバーを
制御基板が取り付けられる支持ベースに回動可能に取り付けることにより、制御基板のケ
ース体が取り付けられた側の面を容易に開放可能となることを見出し、本発明を完成する
に至った。具体的には、以下のような遊技機を提供することを目的とする。
【０００７】
　（１）　遊技に係る所定のデータが格納された電子部品を内蔵するケース体（例えば、
ＲＯＭカートリッジ３６１）と、前記ケース体が搭載され、所定の接続部（例えば、コネ
クタ３６２ａ，３６２ｂ）が設けられた制御基板（例えば、液晶制御基板３６０）と、前
記制御基板が取り付けられる支持ベース（例えば、液晶支持ベース３２０）と、前記支持
ベースの端部に設けられる回動軸部（回動軸部３４６ａ，３４６ｂ）を中心に回動可能に
軸支されると共に、前記制御基板の前記ケース体が搭載された面を覆うリアカバー（例え
ば、リアカバー３７０）と、を備え、前記ケース体は前記回動軸部から離間する位置に設
置され、前記リアカバーには、前記ケース体を収容するケースカバー（例えば、ケースカ
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バー３７１）が突出形成されており、前記リアカバーを前記回動軸を中心に回動させた場
合に前記ケースカバーが前記ケース体に接触することなく前記リアカバーを開閉するよう
に、前記ケースカバーには、前記リアカバーの開放端側の側面に、前記リアカバーの開放
端側に向かって下り傾斜する傾斜部（例えば、傾斜部３８０）が形成され、前記リアカバ
ーには、前記ケースカバーの前記傾斜部に隣接すると共に、前記制御基板の前記接続部と
連通する開口部（例えば、開口部３７２）が形成され、前記開口部に対向する側の前記傾
斜部により形成される所定の空間が設けられていることを特徴とする遊技機。
【０００８】
　（１）記載の遊技機によれば、支持ベースには、端部に回動軸部が設けられる。リアカ
バーは、この回動軸部により支持ベースに回動可能に軸支されている。つまり、リアカバ
ーは、支持ベースに回動可能に取り付けられている。一方、支持ベースには、制御基板が
取り付けられており、制御基板にはケース体が取り付けられている。制御基板及びケース
体は、リアカバーにより覆われるように収容されている。そのため、制御基板及びケース
体は、リアカバーを開閉することにより、容易に露出させることが可能になる。これによ
り、例えば、ケース体の交換等の作業を容易に行うことが可能になる。また、制御基板の
メンテナンスも容易に行うことが可能になる。
【０００９】
　また、リアカバーは、支持ベースの端部に回動可能（扉式）に取り付けられる。そのた
め、リアカバーは、例えば、他端側のみに固定用のネジを用いるだけで、支持ベースに固
定させることが可能になる。これにより、遊技機に使用される部品点数及びメンテナンス
時における作業工程等を削減させることが可能になる。更に、使用するネジの数を減らす
ことが可能となるため、例えば、メンテナンス等を行う作業者の負担を減少させることが
可能になる。
【００１０】
　また、リアカバーには、ケース体を収容するケースカバーが突出形成されている。一方
、ケースカバーには、リアカバーの開放端側に向かって傾斜する傾斜部が形成されている
。そのため、例えば、リアカバーを開放端と反対側の支軸を中心に回動させた場合におい
ても、リアカバーは、ケースカバーがケース体に接触することなく開閉することが可能に
なる。これにより、リアカバーにケースカバーのみを突出形成させることが可能になり、
例えば、制御基板に設けられる接続部等と連通する開口部を接続部の近傍に設けることが
可能になる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、遊技に関する所定のデータが格納された電子部品が実装されたケース
体の交換作業が容易な遊技機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための最良の形態を説明する。
【００１５】
　図１は、本発明による遊技機の一実施形態を示す外観斜視図である。図２は、前記実施
形態による遊技機の前面扉の裏面を示す平面図である。図３は、前記実施形態による遊技
機の筐体の内部を透過させた状態の側面図である。図４は、前記実施形態による遊技機の
電気回路の構成を示すブロック図である。図５は、前記実施形態による遊技機の上部ユニ
ットの分解組立図である。図６は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する
支持ベースにＬＥＤ基板を取り付けた状態を示す外観斜視図である。図７は、図６に示す
支持ベースに枠カバーを取り付けた状態を示す外観斜視図である。図８は、図７に示す支
持ベースに上部レンズカバーを取り付けた状態を示す外観斜視図である。図９は、前記実
施形態による遊技機の上部ユニットを構成する支持ベースに上部レンズカバー、枠カバー
及びＬＥＤ基板を取り付けた状態を支持ベースの裏面側から見た状態を示す外観斜視図で
ある。
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【００１６】
　図１０は、図９に示す支持ベースに液晶表示装置を取り付けた状態を示す外観斜視図で
ある。図１１は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する支持ベースの外観
斜視図である。図１２（ａ）は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する枠
カバーを前面側から見た外観斜視図であり、（ｂ）は、前記実施形態による遊技機の上部
ユニットを構成する枠カバーを裏面側から見た外観斜視図である。図１３（ａ）は、前記
実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する上部レンズカバーを前面側から見た外観
斜視図であり、（ｂ）は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する上部レン
ズカバーを裏面側から見た外観斜視図である。図１４は、前記実施形態による遊技機の上
部ユニットを構成する液晶表示装置を前面側から見た分解斜視図である。図１５は、前記
実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置を裏面側から見た分解斜視
図である。図１６（ａ）は、前記実施形態による遊技機の液晶表示装置を構成する液晶支
持ベースを正面側から見た外観斜視図であり、（ｂ）は、前記実施形態による遊技機の液
晶表示装置を構成する液晶支持ベースを裏面側から見た外観斜視図である。図１７は、前
記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶支持ベースに形成される回動支持
部を示す部分拡大図である。
【００１７】
　図１８は、図８のＸ－Ｘ断面図である。図１９は、前記実施形態による遊技機の上部ユ
ニットを構成する液晶表示装置の外観斜視図である。図２０は、前記実施形態による遊技
機の上部ユニットを構成する液晶表示装置の正面図である。図２１は、前記実施形態によ
る遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置の平面図である。図２２は、前記実施形
態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置のリアカバーを回動させた状態を
示す外観斜視図である。図２３は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する
液晶表示装置のリアカバーを裏面側から見た外観斜視図である。
【００１８】
　最初に、図１を参照して、本実施形態による遊技機１の外観構成を説明する。
【００１９】
　遊技機１は、いわゆるパチスロ機である。遊技機１は、コイン、メダル、遊技球又はト
ークンなどの他、遊技者に付与された、又は付与される遊技価値の情報を記憶したカード
などの遊技媒体を用いて遊技する遊技機であるが、以下ではメダルを用いるものとして説
明する。
【００２０】
　図１に示すように、遊技機１の外観は、矩形箱状に形成された筐体２によって構成され
、この筐体２は、前面側Ｆに矩形状の開口を有するキャビネット２ａと、キャビネット２
ａの前面側Ｆに配置される前面扉２ｂと、を主体に構成されている。キャビネット２ａは
、開口の内部に遊技に用いられる機器（例えば、後述のサブリールユニット２１など）を
収容する。前面扉２ｂは、キャビネット２ａの開口の大きさと対応するように形成されて
おり、キャビネット２ａの開口を閉塞可能にキャビネット２ａに開閉自在に取り付けられ
ている。これにより、前面扉２ｂは、遊技機１の前面（正面）を構成する。
【００２１】
　前面扉２ｂには、その略中央部に矩形状の開口部として形成されたメイン表示窓３ａが
設けられている。メイン表示窓３ａには、前面扉２ｂの裏面側Ｒ（遊技機１の内部側）か
ら取り付け固定されたメインリールユニット３０Ａが装着される（図２及び図３参照）。
メインリールユニット３０Ａは、複数種類の図柄が各々の外周面に描かれた３個のメイン
リール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを主体に構成されている。これらのメインリール３Ｌ，３Ｃ，３
Ｒは、それぞれが縦方向に一定の速度で回転できるように並列状態（横一列）に配設され
る。
【００２２】
　メイン表示窓３ａは、その内部にリール窓枠体３ｂを備える。また、リール窓枠体３ｂ
には、矩形状に形成された３つの窓枠表示領域４Ｌ、４Ｃ、４Ｒが設けられている。メイ
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ンリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、メイン表示窓３ａに設けられた３つの窓枠表示領域４Ｌ、
４Ｃ、４Ｒを通じて、各メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの動作や各メインリール３Ｌ，３
Ｃ，３Ｒ上に描かれている図柄が視認可能となる。
【００２３】
　メイン表示窓３ａの下部側Ｂには、略水平面の台座部１２が形成されている。台座部１
２におけるメイン表示窓３ａの右側Ｒ１（図１におけるＲ１側）には、メダルを投入する
ためのメダル投入口５が設けられている。メダル投入口５は、遊技者によりメダルが投入
される開口である。メダル投入口５から投入されたメダルは、クレジットされるか又はゲ
ームに賭けられる。
【００２４】
　台座部１２におけるメイン表示窓３ａの左側Ｌ（図１におけるＬ側）には、クレジット
されているメダルを賭けるための１－ＢＥＴボタン８ａと、ＭＡＸＢＥＴボタン８ｂとが
設けられている。
【００２５】
　１－ＢＥＴボタン８ａが押されると、投入枚数として「１」が選択され、最大ＢＥＴボ
タン８ｂが押されると、投入枚数として「３」が選択される。
【００２６】
　１－ＢＥＴボタン８ａ、及びＭＡＸＢＥＴボタン８ｂの前面側Ｆ（図１におけるＦ側）
には、遊技者の操作によりメインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを回転駆動させると共に、窓枠
表示領域４Ｌ，４Ｃ，４Ｒ内で図柄の変動表示を開始させるスタートレバー６が設けられ
ている。スタートレバー６は、所定の角度範囲で傾動自在に取り付けられる。
【００２７】
　スタートレバー６の右側Ｒ１（図１におけるＲ１側）には、メインリール３Ｌ，３Ｃ，
３Ｒの回転をそれぞれ停止させるための３個の停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒが設けられて
いる。なお、１ゲーム（単位遊技）は、スタートレバー６が操作されることによって開始
され、全てのメインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが停止した時に終了する。各停止ボタン７Ｌ
，７Ｃ，７Ｒの裏側には、停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒの停止操作を検知するストップス
イッチ７ＬＳ，７ＣＳ，７ＲＳが設けられている（図４参照）。
【００２８】
　停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒの右側Ｒ１（図１におけるＲ１側）には、Ｃ／Ｐボタン１
３が設けられている。Ｃ／Ｐボタン１３は、遊技者がゲームで獲得したメダルのクレジッ
ト／払出しを押しボタン操作で切り換える。このＣ／Ｐボタン１３の切り換えにより、前
面扉２ｂの下部側Ｂ（図１におけるＢ側）に設けたメダル払出口１４からメダルが払出さ
れ、払出されたメダルは、メダル受け部１５に溜められる。
【００２９】
　スタートレバー６、停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒ、及びＣ／Ｐボタン１３の下部側Ｂ（
図１におけるＢ側）には、腰部パネル１８が配置されている。腰部パネル１８は、アクリ
ル板などを使用した化粧用パネルとして構成される。腰部パネル１８には、遊技機１の機
種を表す名称や種々の模様などが印刷により描かれる。また、メダル払出口１４の右側Ｒ
１（図１におけるＲ１側）には、スピーカ２６が設けられている。
【００３０】
　メイン表示窓３ａの上部側Ｔ（図１におけるＴ側）には、矩形状の開口部として形成さ
れたパネル表示部１９が設けられている。パネル表示部１９には、キャビネット２ａの内
部に配設されたサブリールユニット２１を構成するサブリール２１Ｌ，２１Ｃ，２１Ｒが
露出される第１表示窓２２ａが形成される。パネル表示部１９には、その表面に、矩形状
のアクリル板などが使用された透明パネル１９ａが取り付け固定されている。
【００３１】
　透明パネル１９ａの前面側Ｆ（図１におけるＦ側）には、透明のパネルホルダ１９ｂが
装着されている。この透明のパネルホルダ１９ｂには、所定の遊技情報が印刷された遊技
情報シート１９ｃが貼付され、この遊技情報シート１９ｃには、サブリール２１Ｌ，２１
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Ｃ，２１Ｒを視認するための３つの矩形状の開口２２Ｌ，２２Ｃ，２２Ｒが切り抜かれて
いる。これにより、サブリール２１Ｌ，２１Ｃ，２１Ｒは、３つの開口２２Ｌ，２２Ｃ，
２２Ｒを通じてサブリール２１Ｌ，２１Ｃ，２１Ｒの動作やサブリール２１Ｌ，２１Ｃ，
２１Ｒ上に描かれている図柄が視認可能に配設されている。
【００３２】
　第１表示窓２２ａの左側Ｌ（図１におけるＬ側）には、上部側（図１におけるＴ側）か
ら順に１－ＢＥＴランプ９ａ、最大ＢＥＴランプ９ｂ、ボーナス遊技情報表示部１６、及
びクレジット表示部１７が設けられている。１－ＢＥＴランプ９ａ、最大ＢＥＴランプ９
ｂは、単位遊技を行うために投入されたメダル数（以下「ＢＥＴ数」という）に応じて点
灯するランプである。具体的には、１－ＢＥＴランプ９ａは、投入枚数が１枚のときに点
灯し、最大ＢＥＴランプ９ｂは、投入枚数が３枚のときに点灯する。
【００３３】
　ボーナス遊技情報表示部１６は、７セグメントＬＥＤにより形成されておりボーナス中
の遊技情報（ボーナスゲーム中の遊技回数）を表示する。
【００３４】
　クレジット表示部１７は、それぞれ７セグメントのＬＥＤにより形成され、このクレジ
ット表示部１７にはクレジットされている残ノダル枚数が表示される。通常は、遊技機１
にクレジットされる最大枚数は５０枚であるため、このクレジット表示部２９ａに表示さ
れるクレジット枚数は５０以下の数値となる。なお、最大枚数の５０枚のメダルがクレジ
シットされている状態では、投入されたメダルはそのまま払い出される。
【００３５】
　なお、パネル表示部１９の上部側Ｔ（図１におけるＴ側）には、上部ユニット２００が
装着されている。この上部ユニット２００では、液晶表示装置３００、複数のＬＥＤ及び
スピーカ２５Ｌ，２５Ｒを用いて遊技に関する種々の情報を報知するが、詳しくは後に説
明する。また、前面扉２ｂの両側には、キャビネット２ａの上下方向（図１におけるＴ－
Ｂ方向をいい、以下、Ｔ－Ｂ方向を上下方向という。）に延出する一対のサイドカバー９
０Ｌ，９０Ｒが設けられている。一対のサイドカバー９０Ｌ，９０Ｒは、取り付けネジに
より筐体に固定される。
【００３６】
　次に、図２及び図３を参照して、キャビネット２ａの内部構成について説明する。
【００３７】
　図２は、遊技機１の前面扉２ｂの裏面を示す平面図である。メインリールユニット３０
Ａには、メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの周囲を覆うように形成されたリール収容カバー
３１Ａが設けられている。リール収容カバー３１Ａは、全体が略円弧型に形成された主カ
バー部３１ａと、一対の側面カバー部３１ｂと、を有する。リール収容カバー３１Ａは、
メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを保護する。つまり、メインリールユニット３０Ａは、メ
インリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒがリール収容カバー３１Ａに保護された状態で、前面扉２ｂ
の裏面側Ｒ（遊技機１の内部側）に取り付けネジ（図示せず）により固定されている。
【００３８】
　リール収容カバー３１Ａを構成する主カバー部３１ａには、３箇所の挿通口３１ｃ及び
３箇所の通孔３１ｄが形成されている。３箇所の挿通口３１ｃは、主制御回路７１（図３
参照）から延出された３本のハーネス（図示せず）の先端部を挿通させて、リール収容カ
バー３１Ａの内部に設けたステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒ（図４参照）を制
御するための制御基板（図示せず）に接続するために形成されている。
【００３９】
　３箇所の通孔３１ｄは、遊技店の係員などがメインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを目視によ
り確認したり、手で直接動かして回転させるために形成されている。
【００４０】
　メインリールユニット３０Ａが取り付け固定されている片側（図２におけるＲ１側）に
は、メダルセレクタ５０と、このメダルセレクタ５０の下部側Ｂに設けたキャンセルシュ
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ータ５１とが設けられている。さらに、キャンセルシュータ５１の下部側Ｂには、キャン
セルシュート５２が接続されている。これらメダルセレクタ５０及びキャンセルシュート
５２は、前面扉２ｂの裏面側Ｒに取り付け固定されている。
【００４１】
　メダルセレクタ５０は、メダル投入口５から投入されたメダルがメダルセレクタ５０の
内部に形成されたメダル通路（図示せず）を通過する際に、メダルの真偽を判別する。具
体的には、メダルセレクタ５０は、投入されたメダルが正規メダルと判別した場合には、
投入されたメダルをカウントすると共に、メダルセレクタ５０の排出側に接続しているホ
ッパー４０（図３参照）に貯留する。一方、メダルセレクタ５０は、投入されたメダルが
不正メダルと判別した場合には、メダルセレクタ５０の下部側Ｂに設けたキャンセルシュ
ータ５１を通じて、投入されたメダルをキャンセルシュート５２の内部に落下させる。
【００４２】
　キャンセルシュート５２は、メダルセレクタ５０のキャンセルシュータ５１を通じて排
出され落下したメダル（不正メダル）或いは、ホッパー４０から払い出されるメダルをメ
ダル払出口１４からメダル受け部１５に返却若しくは払出しを行う。
【００４３】
　図３は、遊技機１の筐体２の内部を透過させた状態の側面図である。キャビネット２ａ
の上部側Ｔには、主制御回路７１と副制御回路７２とがそれぞれ取り付け固定されている
。また、キャビネット２ａの略中央位置には、サブリールユニット２１が配置されている
。サブリールユニット２１は、第１表示窓２２ａと対向する位置に配設されている。サブ
リールユニット２１の下部側Ｂには、遊技に応じて所定枚数のメダルを払い出すホッパー
４０が設けられている。
【００４４】
　ホッパー４０は、メダルを貯留するホッパータンク４０ａと、このホッパータンク４０
ａに貯留されたメダルを排出するホッパー本体４０ｂと、を有している。また、ホッパー
本体４０ｂの内部には、メダル排出機構（図示せず）が設けられており、遊技結果に応じ
て払い出されるメダルを、排出ノズル（図示せず）を通じてキャンセルシュート５２（図
２参照）の内部に排出するように構成されている。
【００４５】
　なお、ホッパー本体４０ｂの排出ノズルから排出されたメダルは、キャンセルシュート
５２から前面扉２ｂの下部側Ｂに開口したメダル払出口１４（図１参照）を介して、メダ
ル受け部１５に払い出される。また、キャビネット２ａの底部には、キャビネット２ａ内
の各電気部品などに電力を供給する電源部（図示せず）が設けられている。
【００４６】
　次に、図４を参照して、遊技機１の回路構成について説明する。
【００４７】
　遊技機１を構成する回路は、遊技機１の動作を制御する主制御回路７１と、主制御回路
７１に電気的に接続するアクチュエータである周辺装置と、主制御回路７１から送信され
る信号に基づいて各種の装置（例えば、一対の上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒ，２６、サブ
リール２１Ｌ，２１Ｃ，２１Ｒ、及び液晶表示装置３００など）を制御する副制御回路７
２と、主制御回路７１から副制御回路７２に送信される信号を中継する主中継回路７１ａ
と、副制御回路７２と各種の装置とで通信される信号を中継する副中継回路７２ａと、を
主体に構成されている。
【００４８】
　主制御回路７１は、基板上に配置されたマイクロコンピュータ３０を主たる構成とする
。さらに、主制御回路７１は、乱数値の抽出を行う回路を備えて構成されている。マイク
ロコンピュータ３０は、メインＣＰＵ３１、メインＲＯＭ３２、及びメインＲＡＭ３３を
含んで構成される。
【００４９】
　メインＣＰＵ３１は、メインＲＯＭ３２に記憶されたプログラムを実行して、各アクチ
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ュエータの動作を直接的又は間接的に制御する。メインＣＰＵ３１には、時刻を示し又は
時間を測定するためにパルスを発生するクロックパルス発生回路３４と、分周器３５と、
乱数を発生する乱数発生器３６と、発生した乱数から乱数値を抽出するサンプリング回路
３７とが接続されている。なお、メインＣＰＵ３１により乱数の発生及び乱数値の抽出を
実行するように構成してもよい。
【００５０】
　メインＲＯＭ３２は、メインＣＰＵ３１が実行するための所定のプログラム、各種テー
ブルなどの固定的なデータを記憶する。また、メインＲＯＭ３２には、主制御回路７１か
ら副制御回路７２に送信される各種の信号に関する情報などが格納されている。なお、副
制御回路７２から主制御回路７１にコマンドや情報などが送信されることはなく、主制御
回路７１から副制御回路７２への一方向で通信が行われる。
【００５１】
　メインＲＡＭ３３は、メインＣＰＵ３１がプログラムを実行する際に一時的にデータを
記憶するために使用される。
【００５２】
　図４の回路において、マイクロコンピュータ３０からの信号により動作が制御される主
要なアクチュエータとしては、１－ＢＥＴランプ９ａ、最大ＢＥＴランプ９ｂ、ボーナス
遊技情報表示部１６、クレジット表示部１７、ホッパー駆動回路４１の命令により所定の
枚数のメダルを払出すホッパー４０と、メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒを回転させるステ
ッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒとがある。
【００５３】
　さらに、ステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒによる回転の動作を所定のパルス
（以下「駆動パルス」という）を出力することにより制御するモータ駆動回路３９、ホッ
パー４０の動作を制御するホッパー駆動回路４１、１－ＢＥＴランプ９ａなどの点灯及び
消灯を管理するランプ駆動回路４５、及びボーナス遊技情報表示部１６などによる表示を
管理する表示部駆動回路４８がメインＣＰＵ３１に接続されている。これらの回路は、そ
れぞれメインＣＰＵ３１から出力される信号を受けて、各アクチュエータの動作を制御す
る。
【００５４】
　また、マイクロコンピュータ３０が信号を発生するためにマイクロコンピュータ３０へ
送信される信号を発生する手段として、スタートスイッチ６Ｓ、ストップスイッチ７ＬＳ
，７ＣＳ，７ＲＳ、１－ＢＥＴスイッチ８ａＳ、最大ＢＥＴスイッチ８ｂＳ、Ｃ／Ｐスイ
ッチ１３Ｓ、設定スイッチ６１Ｓ、リセットスイッチ６２Ｓ、メダルセンサ１０Ｓ、リー
ル位置検出回路５４、及び払出完了信号回路５３がある。
【００５５】
　スタートスイッチ６Ｓは、スタートレバー６の操作を検出し、所定の信号を出力する。
この信号に基づいて、メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転が開始される。すなわち、ス
タートスイッチ６Ｓにより行われるスタートレバー６の操作の検出に基づいて、メインリ
ール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは回転を開始する。メダルセンサ１０Ｓは、メダル投入口５から受
入れられたメダルを検出する。ストップスイッチ７ＬＳ，７ＣＳ，７ＲＳは、対応する停
止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒの停止操作に応じて所定の信号を発生する。この信号に基づい
て、メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの回転が停止する。すなわち、ストップスイッチ７Ｌ
Ｓ，７ＣＳ，７ＲＳにより行われる停止操作の検出に基づいて、メインリール３Ｌ，３Ｃ
，３Ｒは回転を停止する。言い換えるならば、ストップスイッチ７ＬＳ，７ＣＳ，７ＲＳ
により行われる停止操作の検出に基づいて、図柄の変動を停止する制御が行われる。
【００５６】
　設定スイッチ６１Ｓは、遊技店側が管理する設定キーが設定用の鍵穴に差し込まれて右
方向、すなわち「ＯＮ」の方向に回動された状態で遊技機１の電源が投入される操作（以
下「設定値変更操作」という）を検出する。リセットスイッチ６２Ｓは、設定スイッチ６
１Ｓにより設定値変更操作の検出が行われると、遊技者にとっての有利さの度合いを区別
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するための指標である設定値を決定するために設けられたリセットボタン（図示せず）を
押す操作を検出する。この操作がリセットスイッチ６２Ｓにより検出されると、ボーナス
遊技情報表示部１６に表示される設定値が「１」、「４」、「６」、「Ｈ」の４段階で移
行する。
【００５７】
　本実施形態では、設定値変更操作及びリセットボタンの操作が行われ、ボーナス遊技情
報表示部１６に表示される設定値が所望の設定値となったときにスタートレバー６の操作
が行われることにより、所望の設定値を設定することができる構成としている。すなわち
、これらの操作により、設定値「１」、「４」、「６」、「Ｈ」の４つの段階のうちから
いずれかの段階を設定値として決定することができることとしている。言い換えると、メ
インＣＰＵ３１は、遊技者にとっての有利さの度合いを示す複数の設定値のうちの一の設
定値をメインＲＡＭ３３に格納する。その後、左方向、すなわち「ＯＦＦ」の方向に回動
された状態で設定キーを引き抜く操作が行われると、設定した設定値で、遊技者が操作を
行うことが可能な状態となる。これらの操作が行われることにより、メインＣＰＵ３１に
より内部当籤役が決定される確率が調整され、遊技者に払出されたメダルの総数である総
払出数と遊技機１に投入されたメダルの総数である総投入枚数とから算出されるいわゆる
ペイアウト率、機械割などの値が調整可能となる。
【００５８】
　リール位置検出回路５４は、メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒに設けられたセンサからの
パルスを受けて信号をメインＣＰＵ３１へ供給する。メインＣＰＵ３１は、この信号に基
づいて、各メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが回転しているときの図柄の位置を管理する。
払出完了信号回路５３は、メダル検出部４０Ｓにより計数されたホッパー４０から払出さ
れたメダルの枚数が指定された所定の枚数に達すると、メダルの払出が完了したことを示
す信号を発生する。
【００５９】
　図４の回路において、乱数発生器３６は、一定の数値の範囲に属する乱数を発生する。
サンプリング回路３７は、スタートレバー６が操作された後の適宜のタイミングで、乱数
発生器３６が発生する乱数から１個の乱数値を抽出する。こうして抽出された乱数値は、
メインＲＡＭ３３に設けられた所定の領域（以下「乱数値格納領域」という）に格納され
る。
【００６０】
　メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒは、ステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒに所定
の駆動パルスが与えられることにより１回転する。ステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，
４９Ｒの各々に与えられた駆動パルスの数は、駆動パルスの計数値としてメインＲＡＭ３
３の所定の領域に書き込まれる。他方、メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが一回転するごと
にこの所定の領域をリセットする信号（以下「リセットパルス」という）が得られる構成
を採用している。このリセットパルスがリール位置検出回路５４を介してメインＣＰＵ３
１に入力されると、メインＲＡＭ３３に格納される駆動パルスの計数値が「０」に更新さ
れる。
【００６１】
　本実施形態では、ステッピングモータ４９Ｌ，４９Ｃ，４９Ｒに駆動パルスが所定の回
数与えられることで、メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの外周面に描かれた図柄１つ分だけ
メインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが回転する構成としている。また、本実施形態では、図柄
１つ分だけメインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒが回転した回数をメインＣＰＵ３１が計数する
ためにカウンタ（以下「図柄カウンタ」という）が設けられている。
【００６２】
　そして、リール位置検出回路５４は、所定の図柄（例えば、コードナンバー「０」が付
された図柄）が窓枠表示領域４Ｌの中段、窓枠表示領域４Ｃの中段、及び窓枠表示領域４
Ｒの中段の各位置を結ぶライン（以下「センターライン」という）に沿って表示される所
定の位置でリセットパルスが得られるように構成されている。言い換えると、所定の図柄
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がセンターラインに沿って表示されるタイミングでリセットパルスが得られるように構成
されている。ここで、図柄位置は、メインＣＰＵ３１がメインリール３Ｌ，３Ｃ，３Ｒの
外周面に描かれた図柄の位置を特定するときに用いる位置の情報である。
【００６３】
　上記乱数値の抽出に基づく所定の内部抽籤処理により内部当籤役を決定すると、メイン
ＣＰＵ３１は、遊技者が停止ボタン７Ｌ，７Ｃ，７Ｒを操作したタイミングでストップス
イッチ７ＬＳ，７ＣＳ，７ＲＳから送られる信号に基づいて、メインリール３Ｌ，３Ｃ，
３Ｒの回転の停止を指示する信号をモータ駆動回路３９に送る。
【００６４】
　そして、入賞が成立すれば、メインＣＰＵ３１によりメダルの払出しを開始することを
指示する信号がホッパー駆動回路４１に供給されてホッパー４０から所定の枚数のメダル
が払出される。その際、メダル検出部４０Ｓは、ホッパー４０から払出されるメダルの枚
数を計数し、その計数値が指定された数に達した時に、メダルの払出しを終了することを
指示する信号がメインＣＰＵ３１に入力される。これにより、ホッパー駆動回路４１を介
してホッパー４０の駆動が停止され、メダルの払出しが終了する。
【００６５】
　副制御回路７２では、主制御回路７１から送信されたコマンドに基づき、予め記憶され
たプログラムを実行して、各アクチュエータの動作を直接的又は間接的に制御する。副制
御回路７２が制御するアクチュエータとして、液晶表示装置３００、サブリール２１Ｌ，
２１Ｃ，２１Ｒ、スピーカ２５Ｌ，２５Ｒ，２６などがある。
【００６６】
　次に、図５～図１３を参照して、本実施形態による遊技機１に取り付けられる上部ユニ
ット２００について詳述する。
【００６７】
　図５は、遊技機１の上部ユニット２００の分解組立図である。上部ユニット２００は、
ユニットベース２１０と、ＬＥＤ基板２２０と、枠カバー２３０と、上部レンズカバー２
４０と、液晶保護カバー２５０と、一対の上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒと、液晶表示装置
３００と、を主体に構成されている。
【００６８】
　ＬＥＤ基板２２０、枠カバー２３０及び上部レンズカバー２４０は、ユニットベース２
１０の前面側Ｆに上記記載の順に取り付けられる（図６から図８参照）。より詳しくは、
ＬＥＤ基板２２０は、ユニットベース２１０の上部側Ｔに取り付けられ（図６）、枠カバ
ー２３０は、ユニットベース２１０の下部側Ｂに取り付けられる（図７）。また、上部レ
ンズカバー２４０は、ユニットベース２１０の上部側Ｔに、ＬＥＤ基板２２０を覆うよう
に取り付けられる（図８）。
【００６９】
　一方、液晶保護カバー２５０、上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒ、及び液晶表示装置３００
は、ユニットベース２１０の裏面側Ｒにそれぞれの対応する位置に取り付けられる（図９
及び図１０参照）。液晶保護カバー２５０は、矩形状に形成されており、第２表示窓部２
１１に嵌め込まれることにより、ユニットベース２１０に装着される（図９）。上部スピ
ーカ２５Ｌ，２５Ｒは、裏面側Ｒからスピーカカバー２７Ｌ，２７Ｒに覆われた状態でユ
ニットベース２１０に取り付けられる（図９）。液晶表示装置３００は、液晶保護カバー
２５０の裏面側Ｒから、第２表示窓部２１１に装着される（図１０）。
【００７０】
　図１１を参照して、ユニットベース２１０の構成についてさらに詳しく説明する。ユニ
ットベース２１０は、前面扉２ｂの前面側Ｆに設けられる正面部２１０ａと、正面部２１
０ａの上部側Ｔに設けられる上面部２１０ｂと、を備える。上面部２１０ｂは、ユニット
ベース２１０の上面を構成すると共に、前面扉２ｂの上面を構成する。
【００７１】
　正面部２１０ａは、幅方向（図１１におけるＬ－Ｒ１方向をいい、以下、Ｌ－Ｒ１方向



(11) JP 5574576 B2 2014.8.20

10

20

30

40

50

を幅方向という。）に長い矩形状に形成されている。正面部２１０ａの幅方向における略
中央部には、第２表示窓部２１１が形成されている。第２表示窓部２１１には、液晶表示
装置３００が裏面側Ｒから装着される。
【００７２】
　また、第２表示窓部２１１には、中央部に矩形状の開口として形成された第２表示窓２
１１ａが形成されている。第２表示窓２１１ａは、幅方向に長い矩形状に形成されている
。第２表示窓２１１ａには、裏面側Ｒから装着された液晶表示装置３００の液晶パネル３
１０の表示面３１４が前面側Ｆから視認可能に配置される。
【００７３】
　ここで、第２表示窓部２１１は、正面部２１０ａにおいて、前面側Ｆに突出するように
形成されている。具体的には、第２表示窓部２１１は、上面２１１Ｔ、下面２１１Ｂ、及
び両側面２１１Ｌ，２１１Ｒを有しており、上面２１１Ｔが正面部２１０ａから前面側Ｆ
に突出するように形成されている。一方、下面２１１Ｂは、上面２１１Ｔに比べて突出量
が小さく、僅かに突出するように形成されている。そのため、第２表示窓部２１１におけ
る第２表示窓２１１ａは、開口面が前面側Ｆに傾斜した状態になる。
【００７４】
　第２表示窓部２１１の幅方向における両側には、一対の上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒが
取り付けられる一対のスピーカ取付部２１２Ｌ，２１２Ｒが形成されている。一対のスピ
ーカ取付部２１２Ｌ，２１２Ｒには、所定の装飾が施されており、前面側Ｆと裏面側Ｒと
が装飾に沿った形状で連通するように形成されている。なお、一対の上部スピーカ２５Ｌ
，２５Ｒは、正面部２１０ａの裏面２１０ａＲに取り付けられる。
【００７５】
　第２表示窓部２１１の上部側Ｔには、ＬＥＤ基板２２０が取り付けられるＬＥＤ基板取
付部２１３が設けられている。ＬＥＤ基板取付部２１３には、幅方向における両側にＬＥ
Ｄ基板２２０を取り付けるためのネジ孔２１３Ｌ，２１３Ｒが突出形成されている。
【００７６】
　ＬＥＤ基板取付部２１３の上部側Ｔには、正面部２１０ａの縁部に嵌入凹部２１４が形
成されている。嵌入凹部２１４は、幅方向に延びる溝状に形成されている。前述の上部レ
ンズカバー２４０には、嵌入凸部２４４が設けられ（図１３）、ＬＥＤ基板取付部２１３
の嵌入凹部２１４には、この嵌入凸部２４４が嵌入される。
【００７７】
　正面部２１０ａの幅方向における両端には、一対の第１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒが形
成されている。一対の第１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒは、一対のスピーカ取付部２１２Ｌ
，２１２Ｒの側部に形成されている。前述の枠カバー２３０には、一対の係合腕部２３６
Ｌ，２３６Ｒが形成され（図１２）、一対の第１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒは、これら一
対の係合腕部２３６Ｌ，２３６Ｒと係合し、ユニットベース２１０と枠カバー２３０とを
接合させる。
【００７８】
　第１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒの上部側Ｔには、一対の第２係合孔２１６Ｌ，２１６Ｒ
が形成されている。前述の上部レンズカバー２４０には、一対の係合腕部２４２Ｌ，２４
２Ｒが形成され（図１３）、一対の第２係合孔２１６Ｌ，２１６Ｒは、これら一対の係合
腕部２４２Ｌ，２４２Ｒと係合し、ユニットベース２１０と上部レンズカバー２４０とを
接合させる。
【００７９】
　また、正面部２１０ａには、複数の挿通孔２１７ａ、２１７ｂ、２１７ｃ、２１７ｄ、
２１７ｅ、２１７ｆ、２１７ｇ、２１７ｈ、２１７ｉが形成されている。前述の枠カバー
２３０には、上部ネジ孔２３９Ｌ，２３９Ｒ及び下部ネジ孔２３８Ｌ，２３８Ｃ，２３８
Ｒが形成されている（図１２）。同様に、前述の上部レンズカバー２４０には、上部ネジ
孔２５１Ｌ，２５１Ｒ及び下部ネジ孔２４９Ｌ，２４９Ｒが形成されている（図１３）。
複数の挿通孔２１７ａ、２１７ｂは、枠カバー２３０に形成される上部ネジ孔２３９Ｌ，
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２３９Ｒに螺合される取付ネジを挿通させる。また、複数の挿通孔２１７ｃ、２１７ｄ、
２１７ｅは、枠カバー２３０に形成される下部ネジ孔２３８Ｌ，２３８Ｃ，２３８Ｒに螺
合される取付ネジを挿通させる。一方、複数の挿通孔２１７ｆ、２１７ｇは、上部レンズ
カバー２４０に形成される上部ネジ孔２５１Ｌ，２５１Ｒに螺合される取付ネジを挿通さ
せる。また、複数の挿通孔２１７ｈ、２１７ｉは、上部レンズカバー２４０に形成される
下部ネジ孔２４９Ｌ，２４９Ｒに螺合される取付ネジを挿通させる。
【００８０】
　正面部２１０ａの裏面２１０ａＲには、上部側Ｔの縁部に上面部２１０ｂと略平行に裏
面側Ｒに向かって延びる一対の係合腕部（図示せず）が設けられている。一対の係合腕部
は、弾性変形可能に形成される。一対の係合腕部の先端には、上面部２１０ｂ側に突起し
た爪部が設けられている。
【００８１】
　ＬＥＤ基板２２０は、幅方向に長い略矩形板状に形成されている。ＬＥＤ基板２２０の
表面２２０ａには、複数のＬＥＤ２２１が取り付けられる。複数のＬＥＤ２２１は、例え
ば、緑色、黄色、青色、赤色に発光し、発光する色によって遊技の状況を報知するように
構成される。ＬＥＤ基板２２０は、副制御回路７２に接続されており、副制御回路７２か
ら送信される信号に応じてＬＥＤ２２１を発光させる。
【００８２】
　図５に戻って、ＬＥＤ基板２２０の構成についてさらに詳しく説明する。ＬＥＤ基板２
２０は、ユニットベース２１０の上部側Ｔに取り付けられている。具体的には、ＬＥＤ基
板２２０は、ユニットベース２１０の第２表示窓部２１１の上部側Ｔにおいて、第２表示
窓部２１１の一部を跨ぐようにユニットベース２１０に取り付けられる（図６）。
【００８３】
　ＬＥＤ基板２２０の下部側Ｂには、略中央部に矩形状に形成された凹部２２２が形成さ
れている。凹部２２２は、ユニットベース２１０に形成される第２表示窓部２１１の上部
外形に沿った形状に形成される。ＬＥＤ基板２２０の幅方向における両側には、取付孔２
２３Ｌ，２２３Ｒが形成されている。ＬＥＤ基板２２０は、取付孔２２３Ｌ，２２３Ｒに
前面側Ｆから取付ネジを挿通させ、ユニットベース２１０に形成されたネジ孔２１３Ｌ，
２１３Ｒに取付ネジを螺合させることにより固定される（図６）。
【００８４】
　図１２を参照して、枠カバー２３０の構成についてさらに詳しく説明する。図１２（ａ
）は、枠カバー２３０を前面側Ｆから見た外観斜視図であり、図１２（ｂ）は、枠カバー
２３０を裏面側Ｒから見た外観斜視図である。
【００８５】
　枠カバー２３０は、ユニットベース２１０の下部側Ｂに取り付けられる。具体的には、
枠カバー２３０は、第２表示窓部の下部側外縁を介して一対のスピーカ取付部２１２Ｌ，
２１２Ｒを覆うように取り付けられる。なお、枠カバー２３０には、前面側Ｆに所定の装
飾が施されており、上部ユニット２００における外装の一部を構成する。
【００８６】
　図１２（ａ）に示すように、枠カバー２３０は、一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３
１Ｒと、下部カバー部２３２と、を有する。一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３１Ｒは
、一対のスピーカ取付部２１２Ｌ，２１２Ｒを前面側Ｆから被覆する。下部カバー部２３
２は、第２表示窓部２１１の下部側Ｂの外形に沿うように形成される。つまり、枠カバー
２３０は、一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３１Ｒを幅方向における両側に備え、下部
カバー部２３２が一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３１Ｒそれぞれを連結するように形
成されている。
【００８７】
　図１２（ｂ）に示すように、一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３１Ｒの上部側Ｔには
、係合部である一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒが形成されている。一対の係合凸部２
３３Ｌ，２３３Ｒは、裏面側Ｒに形成される一対の第１凸部２３４Ｌ，２３４Ｒと、前面
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側Ｆに形成される一対の第２凸部２３５Ｌ，２３５Ｒと、から構成されている。一対の第
１凸部２３４Ｌ，２３４Ｒと、一対の第２凸部２３５Ｌ，２３５Ｒとは、隣接して形成さ
れている。前述の上部レンズカバー２４０には、一対の押圧部２４７Ｌ，２４７Ｒを有す
る一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒが設けられ（図１３）、一対の第１凸部２３４Ｌ，
２３４Ｒは、これら一対の押圧部２４７Ｌ，２４７Ｒと当接可能に突出形成されている。
一方、前述の上部レンズカバー２４０には、一対の嵌合部２４６Ｌ，２４６Ｒが設けられ
（図１３）、一対の第２凸部２３５Ｌ，２３５Ｒは、これら一対の嵌合部２４６Ｌ，２４
６Ｒと嵌合可能に僅かに突出するように形成されている。
【００８８】
　なお、一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒは、一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３１
Ｒにおいて、ユニットベース２１０取り付け時における第２表示窓部２１１の近傍に形成
される。
【００８９】
　図１２（ｂ）に示すように、枠カバー２３０の幅方向における両端部には、枠カバー２
３０の側面２３７Ｌ，２３７Ｒに一対の係合腕部２３６Ｌ，２３６Ｒが形成されている。
一対の係合腕部２３６Ｌ，２３６Ｒは、枠カバー２３０の側面２３７Ｌ，２３７Ｒの一部
を切り欠くことにより形成される。一対の係合腕部２３６Ｌ，２３６Ｒは、弾性変形可能
に形成される。また、一対の係合腕部２３６Ｌ，２３６Ｒには、その先端部に幅方向にお
ける外方に突出する一対の爪部２３６ａＬ，２３６ａＲが設けられている。
【００９０】
　前述したように、ユニットベース２１０には、一対の第１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒが
形成されている（図１１）。一対の爪部２３６ａＬ，２３６ａＲは、これら一対の第１係
合孔２１５Ｌ，２１５Ｒに一対の係合腕部２３６Ｌ，２３６Ｒが挿入された後、一対の第
１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒと係合する。一対の第１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒと係合し
た一対の爪部２３６ａＬ，２３６ａＲは、一対の係合腕部２３６Ｌ，２３６Ｒを一対の第
１係合孔２１５Ｌ，２１５Ｒに係止させる。
【００９１】
　図１２（ｂ）に示すように、枠カバー２３０の裏面には、下部側Ｂに３つの下部ネジ孔
２３８Ｌ，２３８Ｃ，２３８Ｒが突出形成されている。下部ネジ孔２３８Ｃは、下部カバ
ー部２３２の略中央部に突出形成されている。また、下部ネジ孔２３８Ｌ，２３８Ｒは、
一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３１Ｒの下部側Ｂの略中央にそれぞれ突出形成されて
いる。一方、上部側Ｔには、一対の上部ネジ孔２３９Ｌ，２３９Ｒが突出形成されている
。一対の上部ネジ孔２３９Ｌ，２３９Ｒは、一対のスピーカ被覆部２３１Ｌ，２３１Ｒの
上部側Ｔに突出形成されている。一対の上部ネジ孔２３９Ｌ，２３９Ｒは、枠カバー２３
０の幅方向における両端側に突出形成されている。
【００９２】
　図１３を参照して、上部レンズカバー２４０の構成についてさらに詳しく説明する。図
１３（ａ）は、上部レンズカバー２４０を前面側Ｆから見た外観斜視図であり、図１３（
ｂ）は、上部レンズカバー２４０を裏面側Ｒから見た外観斜視図である。
【００９３】
　上部レンズカバー２４０は、ユニットベース２１０の上部側Ｔに取り付けられる。前述
したように、上部レンズカバー２４０は、ＬＥＤ基板２２０を覆うように取り付けられる
（図７、図８）。なお、上部レンズカバー２４０は、枠カバー２３０と同様に、前面側Ｆ
に所定の装飾が施されており、上部ユニット２００における外装の一部を構成する。
【００９４】
　図１３（ａ）に示すように、上部レンズカバー２４０は、幅方向に長くなるように形成
されている。いわゆる横長に形成されている。上部レンズカバー２４０の下部側Ｂには、
略中央部に凹部２４１が形成されている。凹部２４１は、ユニットベース２１０に形成さ
れる第２表示窓部２１１の外形に沿った形状に形成されている。
【００９５】
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　上部レンズカバー２４０の幅方向における両端部には、一対の係合腕部２４２Ｌ，２４
２Ｒが形成されている。一対の係合腕部２４２Ｌ，２４２Ｒは、上部レンズカバー２４０
の側面２４３Ｌ，２４３Ｒの一部を切り欠くことにより形成される。一対の係合腕部２４
２Ｌ，２４２Ｒは、弾性変形可能に形成される。また、一対の係合腕部２４２Ｌ，２４２
Ｒには、その先端部に幅方向における外方に突出する一対の爪部２４２ａＬ，２４２ａＲ
が設けられている。
【００９６】
　前述したように、ユニットベース２１０には、一対の第２係合孔２１６Ｌ，２１６Ｒが
形成されている（図１１）。一対の爪部２４２ａＬ，２４２ａＲは、これら一対の第２係
合孔２１６Ｌ，２１６Ｒに一対の係合腕部２４２Ｌ，２４２Ｒが挿入された後、一対の第
２係合孔２１６Ｌ，２１６Ｒと係合する。一対の第２係合孔２１６Ｌ，２１６Ｒと係合し
た一対の爪部２４２ａＬ，２４２ａＲは、一対の係合腕部２４２Ｌ，２４２Ｒを一対の第
２係合孔２１６Ｌ，２１６Ｒに係止させる。
【００９７】
　図１３（ｂ）に示すように、上部レンズカバー２４０の上部側Ｔには、上部レンズカバ
ー２４０の縁部に沿って幅方向に伸びる嵌入凸部２４４が形成されている。嵌入凸部２４
４は、薄板状に形成されている。前述したように、ユニットベース２１０の上部側Ｔには
、嵌入凹部２１４が形成されているが（図１１）、嵌入凸部２４４は、この嵌入凹部２１
４に嵌入可能に形成されている。嵌入凸部２４４は、嵌入凹部２１４に嵌入されることに
より、上部レンズカバー２４０とユニットベース２１０との上下方向のガタつきを抑制す
る。
【００９８】
　上部レンズカバー２４０の下部側Ｂには、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒが形成さ
れている。一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒは、上部側Ｔに凹状に形成された一対の嵌
合部２４６Ｌ，２４６Ｒと、上部レンズカバー２４０の裏面に形成され、一対の嵌合部２
４６Ｌ，２４６Ｒと直交する直交面からなる一対の押圧部２４７Ｌ，２４７Ｒと、から構
成されている。
【００９９】
　前述したように、枠カバー２３０には、一対の第１凸部２３４Ｌ，２３４Ｒが形成され
ているが（図１２（ｂ））、一対の押圧部２４７Ｌ，２４７Ｒは、これら一対の第１凸部
２３４Ｌ，２３４Ｒと当接可能に形成されている。また、枠カバー２３０には、一対の第
２凸部２３５Ｌ，２３５Ｒが形成されているが（図１２（ｂ））、一対の嵌合部２４６Ｌ
，２４６Ｒは、これら一対の第２凸部２３５Ｌ，２３５Ｒと嵌合可能に形成されている。
なお、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒは、上部レンズカバー２４０の下部側Ｂにおい
て、ユニットベース２１０取り付け時における第２表示窓部２１１の近傍に形成されてい
る。
【０１００】
　上部レンズカバー２４０の下部側Ｂにおける両端には、一対の基板支持部２４８Ｌ，２
４８Ｒが形成されている。一対の基板支持部２４８Ｌ，２４８Ｒは、薄板状に形成されて
おり、上部レンズカバー２４０の下部側Ｂにおいて裏面側Ｒに延出するように形成されて
いる。一対の基板支持部２４８Ｌ，２４８Ｒは、ユニットベース２１０への装着時に、先
端がユニットベース２１０の正面部２１０ａと当接する。また、一対の基板支持部２４８
Ｌ，２４８Ｒは、ユニットベース２１０への装着時に、ＬＥＤ基板２２０の下部側Ｂ（下
端）とも当接し、ＬＥＤ基板２２０を下部側Ｂから支持する。
【０１０１】
　上部レンズカバー２４０の裏面には、下部側Ｂに一対の下部ネジ孔２４９Ｌ，２４９Ｒ
が突出形成されている。一対の下部ネジ孔２４９Ｌ，２４９Ｒは、一対の係合凹部２４５
Ｌ，２４５Ｒの近傍に突出形成されている。具体的には、一対の下部ネジ孔２４９Ｌ，２
４９Ｒは、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒと隣接するように、一対の係合凹部２４５
Ｌ，２４５Ｒの上部側Ｔに突出形成されている。一方、上部側Ｔには、一対の上部ネジ孔
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２５１Ｌ，２５１Ｒが突出形成されている。一対の上部ネジ孔２５１Ｌ，２５１Ｒは、嵌
入凸部２４４の両側に突出形成されている。
【０１０２】
　図５に戻って、液晶保護カバー２５０及び一対の上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒについて
説明する。液晶保護カバー２５０は、ユニットベース２１０の裏面側Ｒであって、液晶表
示装置３００の前面側Ｆに配置されている。液晶保護カバー２５０は、矩形状に形成され
ており、第２表示窓部２１１に嵌め込まれることにより、ユニットベース２１０に装着さ
れる。液晶保護カバー２５０は、液晶表示装置３００を構成する液晶パネル３１０を保護
する。
【０１０３】
　一対の上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒは、ユニットベース２１０の裏面側Ｒからユニット
ベース２１０に取り付けられる。具体的には、一対の上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒは、裏
面側Ｒからスピーカカバー２７Ｌ，２７Ｒに覆われた状態でユニットベース２１０に取り
付けられる。一対の上部スピーカ２５Ｌ，２５Ｒは、効果音や音声などの音による演出を
行う。
【０１０４】
　次に、図１４～図１７を参照して、液晶表示装置３００の構成について説明する。
【０１０５】
　図１４は、液晶表示装置３００を前面側Ｆから見た分解斜視図である。図１５は、液晶
表示装置３００を背面側Ｒから見た分解斜視図である。これら図１４及び図１５に示すよ
うに、液晶表示装置３００は、表示部である液晶パネル３１０と、支持ベースである液晶
支持ベース３２０と、インバータ基板３５０と、制御基板である液晶制御基板３６０と、
リアカバー３７０と、を主体に構成されている。
【０１０６】
　液晶パネル３１０は、略矩形箱状に形成されている。液晶パネル３１０には、前面側Ｆ
に表示面３１４が設けられており、表示面３１４には、遊技に関する種々の情報が表示さ
れる。液晶表示装置３００は、液晶パネル３１０の前面側Ｆに設けられた表示面３１４に
所定の情報を表示させる。
【０１０７】
　液晶パネル３１０の幅方向における両側面３１１Ｌ，３１１Ｒには、上部側Ｔに一対の
上部固定孔３１２Ｌ，３１２Ｒが形成されている。同様に、液晶パネル３１０の幅方向に
おける両側面３１１Ｌ，３１１Ｒには、下部側Ｂに一対の下部固定孔３１３Ｌ，３１３Ｒ
が形成されている。一対の上部固定孔３１２Ｌ，３１２Ｒ及び一対の下部固定孔３１３Ｌ
，３１３Ｒは、取付ネジを用いて液晶パネル３１０を液晶支持ベース３２０に固定させる
場合に、取付ネジを螺合させるために形成されたネジ孔である。
【０１０８】
　液晶支持ベース３２０は、略矩形状に形成されている。液晶支持ベース３２０には、液
晶パネル３１０を支持する液晶支持部３２１と、インバータ基板３５０及び液晶制御基板
３６０を支持する基板支持部３２２と、リアカバー３７０を回動可能に軸支する回動支持
部３２３と、液晶パネル３１０と液晶制御基板３６０とを中継する中継ケーブルなどを配
置可能な中継凹部３２４と、が設けられている。
【０１０９】
　なお、液晶支持ベース３２０の上下方向における各端部には、ユニットベース２１０に
固定させるための取付ネジが挿通される挿通孔を有する４つの取付ボス３４４ａ，３４４
ｂ，３４４ｃ，３４４ｄが形成されている。液晶表示装置３００は、液晶支持ベース３２
０に形成された取付ボス３４４ａ，３４４ｂ，３４４ｃ，３４４ｄを介してユニットベー
ス２１０に固定される。
【０１１０】
　図１６を参照して、液晶支持ベース３２０の構成についてさらに詳しく説明する。図１
６（ａ）は、液晶支持ベース３２０を正面側Ｆから見た外観斜視図であり、図１６（ｂ）
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は、液晶支持ベース３２０を裏面側Ｒから見た外観斜視図である。
【０１１１】
　まず、図１６（ａ）を参照して説明する。液晶支持部３２１は、液晶支持ベース３２０
の前面３２０Ｆに設けられている。液晶支持部３２１には、液晶パネル３１０を所定の摺
動方向（いわゆる取付方向及び取外し方向であり、本実施形態においては上下方向をいう
。）に摺動可能に支持する一対の摺動支持部３２５Ｌ，３２５Ｒと、摺動方向における一
方側である取付方向への移動を規制する第１規制部３３１と、が形成されている。一対の
摺動支持部３２５Ｌ，３２５Ｒは、液晶パネル３１０の摺動方向に対して、液晶パネル３
１０を摺動可能に支持する。第１規制部３３１は、液晶支持部３２１における液晶パネル
３１０の取付方向への移動を規制する。
【０１１２】
　一対の摺動支持部３２５Ｌ，３２５Ｒは、液晶支持ベース３２０の幅方向における両側
に形成されている。なお、液晶支持ベース３２０の幅方向における長さは、液晶パネル３
１０の幅方向における長さよりも僅かに長くなるように形成されている。
【０１１３】
　一対の摺動支持部３２５Ｌ，３２５Ｒは、液晶パネル３１０の両側面３１１Ｌ，３１１
Ｒを摺動可能に支持する一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒと、液晶パネル３１０の表示
面３１４の側縁を摺動可能に支持する一対の前面支持部３２７Ｌ，３２７Ｒと、から構成
されている。
【０１１４】
　一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒは、液晶支持ベース３２０の前面３２０Ｆから、前
面側Ｆに突出するように形成されている。一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒは、液晶支
持部３２１に支持される液晶パネル３１０の両側面３１１Ｌ，３１１Ｒと略平行に突出す
る。つまり、一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒは、液晶パネル３１０を幅方向から狭持
するように、液晶支持ベース３２０の両端から突出するように形成されている。
【０１１５】
　ここで、一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒは、上部側Ｔの突出量が下部側Ｂの突出量
よりも大きくなるように形成されている。つまり、一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒは
、一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒの縁端部３３０Ｌ，３３０Ｒが液晶支持ベース３２
０の前面３２１Ｆ方向（一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒの根元に向かう方向）に上部
側Ｔから下部側Ｂに下り傾斜する傾斜状に形成されている。一対の摺動壁部３２６Ｌ，３
２６Ｒの傾斜角としては、前述した第２表示窓部２１１を形成する傾斜角と略同角度に形
成されている。
【０１１６】
　一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒには、上部側Ｔに一対の上部切欠部３２８Ｌ，３２
８Ｒが形成されている。一対の上部切欠部３２８Ｌ，３２８Ｒは、液晶パネル３１０を液
晶支持ベース３２０に支持させた後、液晶支持ベース３２０に液晶パネル３１０を固定さ
せる場合に使用される。具体的には、一対の上部切欠部３２８Ｌ，３２８Ｒは、液晶パネ
ル３１０に形成された上部固定孔３１２Ｌ，３１２Ｒに螺合可能な取付ネジ（図示せず）
のネジ部が挿通可能に形成されると共に、取付ネジのヘッド部が一対の上部切欠部３２８
Ｌ，３２８Ｒの周域における一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒに係合可能に形成されて
いる。そのため、一対の上部切欠部３２８Ｌ，３２８Ｒを介して上部固定孔３１２Ｌ，３
１２Ｒに取付ネジを螺合させると、ヘッド部が一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒと係合
し、液晶支持ベース３２０に液晶パネル３１０を固定させること可能となる。
【０１１７】
　同様に、一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒには、下部側Ｂに一対の下部切欠部３２９
Ｌ，３２９Ｒが形成されている。一対の下部切欠部３２９Ｌ，３２９Ｒは、液晶パネル３
１０を液晶支持ベース３２０に支持させた後、液晶支持ベース３２０に液晶パネル３１０
を固定させる場合に使用される。具体的には、一対の下部切欠部３２９Ｌ，３２９Ｒは、
液晶パネル３１０に形成された下部固定孔３１３Ｌ，３１３Ｒに螺合可能な取付ネジ（図
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示せず）のネジ部が挿通可能に形成されると共に、取付ネジのヘッド部が一対の下部切欠
部３２９Ｌ，３２９Ｒの周域の一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒに係合可能に形成され
ている。そのため、一対の下部切欠部３２９Ｌ，３２９Ｒを介して下部固定孔３１３Ｌ，
３１３Ｒに取付ネジを螺合させると、ヘッド部が一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒと係
合し、液晶支持ベース３２０に液晶パネル３１０を固定させることが可能となる。
【０１１８】
　なお、一対の上部切欠部３２８Ｌ，３２８Ｒ及び一対の下部切欠部３２９Ｌ，３２９Ｒ
は、一対の前面支持部３２７Ｌ，３２７Ｒを挟むように一対の前面支持部３２７Ｌ，３２
７Ｒの上下方向に形成される。
【０１１９】
　一対の前面支持部３２７Ｌ，３２７Ｒは、一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒの上下方
向における略中央部に形成されている。一対の前面支持部３２７Ｌ，３２７Ｒは、一対の
摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒの縁端部３３０Ｌ，３３０Ｒから、一対の摺動壁部３２６Ｌ
，３２６Ｒと直交するように液晶支持部３２１に支持される液晶パネル３１０の表示面３
１４側に突出するように形成されている。つまり、一対の前面支持部３２７Ｌ，３２７Ｒ
は、液晶パネル３１０の表示面３１４と略平行になるように一対の摺動壁部３２６Ｌ，３
２６Ｒの縁端部３３０Ｌ，３３０Ｒから突出し、液晶パネル３１０を前面側Ｆから支持す
る。一対の前面支持部３２７Ｌ，３２７Ｒは、液晶パネル３１０の前後方向（図１６にお
けるＦ－Ｒ方向をいい、以下、Ｆ－Ｒ方向を前後方向という）における動作を規制する。
【０１２０】
　一対の摺動壁部３２６Ｌ，３２６Ｒには、上部側Ｔ及び下部側Ｂのそれぞれに一対の案
内部３４５Ｌ，３４５Ｒが形成されている。一対の案内部３４５Ｌ，３４５Ｒは、液晶パ
ネル３１０を液晶支持部３２１に案内する。一対の案内部３４５Ｌ，３４５Ｒは、一対の
前面支持部３２７Ｌ，３２７Ｒと共に、液晶パネル３１０の前後方向における動作を規制
する。
【０１２１】
　第１規制部３３１は、液晶支持ベース３２０の下部側Ｂにおける縁端部に形成されてい
る。第１規制部３３１は、縁端部における略中央部に形成されている。第１規制部３３１
は、液晶パネル３１０の取付方向への移動を規制する下部規制部３３２と、液晶パネル３
１０の表示面３１４における下部縁を規制する前面規制部３３３と、から構成されている
。下部規制部３３２は、液晶パネル３１０の下面３１５と当接することにより液晶パネル
３１０の取付方向への移動を規制する。前面規制部３３３は、液晶パネル３１０の前後方
向における動作を規制する。
【０１２２】
　下部規制部３３２は、液晶支持ベース３２０の前面３２０Ｆから、液晶パネル３１０の
下面３１５と略平行に前面側Ｆに突出している。下部規制部３３２における前面３２０Ｆ
からの突出量は、液晶パネル３１０のパネル厚さよりも僅かに長くなるように形成されて
いる。これにより、液晶パネル３１０は、下部規制部３３２に載置可能になる。一方、前
面規制部３３３は、下部規制部３３２の略中央部において、下部規制部３３２の縁端部か
ら上部側Ｔに突出するように形成されている。前面規制部３３３は、下部規制部３３２と
直交するように上部側Ｔに突出する。
【０１２３】
　中継凹部３２４は、液晶支持ベース３２０の上部側Ｔにおける端部（図１６（ａ）にお
ける左側Ｌ）に形成されている。中継凹部３２４は、液晶支持ベース３２０の上部側Ｔに
設けられた上面３３４の一部を切り欠き、この切り欠いた部分に形成される。中継凹部３
２４には、中継凹部３２４を構成する底面３２４Ｂに上部側Ｔに突出した突起片３３５が
設けられている。突起片３３５は、中継凹部３２４を前後方向に区画する。
【０１２４】
　次に、図１６（ｂ）を参照して説明する。図１６（ｂ）は、液晶支持ベース３２０を裏
面側Ｒから見た外観斜視図である。基板支持部３２２は、液晶支持ベース３２０の裏面３
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２０Ｒに設けられている。基板支持部３２２には、インバータ基板３５０を収容するイン
バータ基板収容部３２２Ａと、液晶制御基板３６０を収容する液晶制御基板収容部３２２
Ｂと、が設けられている。
【０１２５】
　インバータ基板収容部３２２Ａは、第１インバータ基板支持部３３７ａと、第２インバ
ータ基板支持部３３７ｂと、第３インバータ基板支持部３３７ｃと、第４インバータ基板
支持部３３７ｄとから構成されている。
【０１２６】
　第１インバータ基板支持部３３７ａ、第２インバータ基板支持部３３７ｂ、第３インバ
ータ基板支持部３３７ｃ及び第４インバータ基板支持部３３７ｄは、液晶支持ベース３２
０の裏面３２０Ｒから突出するように形成されている。第１インバータ基板支持部３３７
ａ、第２インバータ基板支持部３３７ｂ、第３インバータ基板支持部３３７ｃ及び第４イ
ンバータ基板支持部３３７ｄは、液晶支持ベース３２０の裏面３２０Ｒにおいて、矩形を
構成するように配置されており、インバータ基板３５０は、第１インバータ基板支持部３
３７ａ、第２インバータ基板支持部３３７ｂ、第３インバータ基板支持部３３７ｃ及び第
４インバータ基板支持部３３７ｄの上に載置される。
【０１２７】
　また、第１インバータ基板支持部３３７ａ及び第４インバータ基板支持部３３７ｄには
、インバータ基板３５０を載置すると共に、インバータ基板３５０を支持するネジ孔部３
３８ａ，３３８ｂが形成されている。インバータ基板３５０は、インバータ基板３５０に
形成された対応する孔部３５１ａ，３５１ｂを介して、第１インバータ基板支持部３３７
ａ及び第４インバータ基板支持部３３７ｄに形成されたネジ孔部３３８ａ，３３８ｂに所
定の取付ネジを螺合させることにより、液晶支持ベース３２０に取り付けられる。つまり
、インバータ基板３５０は、第１インバータ基板支持部３３７ａ及び第４インバータ基板
支持部３３７ｄにより、液晶支持ベース３２０に支持されている。
【０１２８】
　液晶支持ベース３２０の裏面３２０Ｒには、インバータ基板収容部３２２Ａと対向する
位置に一対のスリット状の開口部３３９ａ，３３９ｂが形成されている。開口部３３９ａ
，３３９ｂは、液晶支持ベース３２０の前面３２０Ｆと裏面３２０Ｒとを連通させる。
【０１２９】
　開口部３３９ａ，３３９ｂの下部側Ｂには、矩形状の開口部３４０が形成されている。
開口部３４０は、液晶パネル３１０に設けられるコネクタ（図示せず）を露出可能に形成
されている。
【０１３０】
　液晶制御基板収容部３２２Ｂは、インバータ基板収容部３２２Ａの裏面側Ｒに設けられ
ている。制御基板収容部３３７は、第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基板台３
４１ｂ、第３液晶制御基板台３４１ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと、第１液晶制御
基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４
２ｃと、から構成されている。
【０１３１】
　第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基板台３４１ｂ、第３液晶制御基板台３４
１ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと第１液晶制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御
基板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４２ｃは、基板支持部３２２において
、液晶支持ベース３２０の裏面３２０Ｒから裏面側Ｒに突出するように形成されている。
第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基板台３４１ｂ、第３液晶制御基板台３４１
ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと第１液晶制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基
板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４２ｃは、それぞれが同じ高さ（裏面３
２０Ｒからの突出量が同じ）になるように形成されている。
【０１３２】
　なお、第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基板台３４１ｂ、第３液晶制御基板
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台３４１ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと、第１液晶制御基板支持部３４２ａ、第２
液晶制御基板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４２ｃとは、インバータ基板
収容部３２２Ａを構成する第１インバータ基板支持部３３７ａ、第２インバータ基板支持
部３３７ｂ、第３インバータ基板支持部３３７ｃ、及び第４インバータ基板支持部３３７
ｄよりも突出量が大きくなるように形成されている。言い換えると、第１液晶制御基板台
３４１ａ、第２液晶制御基板台３４１ｂ、第３液晶制御基板台３４１ｃ及び第４液晶制御
基板台３４１ｄと第１液晶制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持部３４２ｂ及
び第３液晶制御基板支持部３４２ｃとは、第１インバータ基板支持部３３７ａ、第２イン
バータ基板支持部３３７ｂ、第３インバータ基板支持部３３７ｃ、及び第４インバータ基
板支持部３３７ｄよりも裏面側Ｒに大きく突出する。
【０１３３】
　前述したように、液晶表示装置３００には、液晶制御基板３６０が設けられているが（
図１５）、この液晶制御基板３６０は、第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基板
台３４１ｂ、第３液晶制御基板台３４１ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと、第１液晶
制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部
３４２ｃと、に載置される。第１液晶制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持部
３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４２ｃには、ネジ孔が切られており、液晶制御基
板３６０は、液晶制御基板３６０に形成された対応する孔部３６３ａ，３６３ｂ，３６３
ｃを介して、第１液晶制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持部３４２ｂ及び第
３液晶制御基板支持部３４２ｃに形成されたネジ孔に所定の取付ネジを螺合させることに
より、液晶支持ベース３２０に取り付けられる。
【０１３４】
　次に、図１７を参照して、液晶支持ベース３２０に形成される回動支持部３２３につい
て説明する。回動支持部３２３は、液晶支持ベース３２０の幅方向における右側Ｒ１（図
１７における右側Ｒ１）の端部に設けられる。具体的には、回動支持部３２３は、取付ボ
ス３４４ａと取付ボス３４４ｂとの間に形成されている。回動支持部３２３は、取付ボス
３４４ａと取付ボス３４４ｂとの間において、液晶支持ベース３２０の幅方向における右
側Ｒ１に突出するように形成されている。
【０１３５】
　回動支持部３２３には、一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂと、一対の回動軸部３４６
ａ，３４６ｂと、が形成されている。一対の回動軸部３４６ａ，３４６ｂは、一対の支持
孔部３４３ａ，３４３ｂと隣接している。一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂは、リアカ
バー３７０に形成される後述の鉤部３７６，３７７が挿通可能に形成されている。一対の
回動軸部３４６ａ，３４６ｂは、鉤部３７６，３７７を回動可能に軸支する。
【０１３６】
　一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂの両側には、一対のリブ３７７ａ，３７７ｂ，３７
８ａ，３７８ｂが立設されている。一対のリブ３７７ａ，３７７ｂ，３７８ａ，３７８ｂ
は、一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂの近傍を補強する。
【０１３７】
　図１４に戻って、インバータ基板３５０の構成について説明する。インバータ基板３５
０は、矩形板状に形成されている。インバータ基板３５０は、液晶支持ベース３２０の裏
面３２０Ｒに形成される第１インバータ基板支持部３３７ａ、第２インバータ基板支持部
３３７ｂ、第３インバータ基板支持部３３７ｃ、及び第４インバータ基板支持部３３７ｄ
に載置されている。インバータ基板３５０は、第１インバータ基板支持部３３７ａ及び第
４インバータ基板支持部３３７ｄに固定支持される。なお、インバータ基板３５０は、液
晶パネル３１０のランプの点灯に必要な高周波電圧電源を生成及び制御する。
【０１３８】
　図１５に戻って、液晶制御基板３６０の構成について説明する。液晶制御基板３６０は
、矩形板状に形成されている。液晶制御基板３６０は、液晶支持ベース３２０の裏面３２
０Ｒに形成される第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基板台３４１ｂ、第３液晶
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制御基板台３４１ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと、第１液晶制御基板支持部３４２
ａ、第２液晶制御基板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４２ｃに載置されて
いる。液晶制御基板３６０は、第１液晶制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持
部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４２ｃにより固定支持される。
【０１３９】
　液晶制御基板３６０は、液晶パネル３１０における表示を制御する制御基板を構成する
。液晶制御基板３６０には、副制御回路７２からの制御信号に基づいて演出制御処理を行
う液晶制御回路が実装されている。液晶制御基板３６０の部品実装面３６０ａには、図示
しない電子部品の他、接続部であるコネクタ３６２ａ，３６２ｂ及びケース体であるＲＯ
Ｍカートリッジ３６１が実装されている。コネクタ３６２ａ，３６２ｂは、ＲＯＭカート
リッジ３６１と隣接するように配置されている。
【０１４０】
　図１５に示すように、コネクタ３６２ａ，３６２ｂは、リアカバー３７０に形成された
後述の開口部３７２から露出可能に配置されており、副制御回路７２などと接続される。
ＲＯＭカートリッジ３６１は、取り外し可能なカートリッジ式の画像データであり、内部
に電子部品を内蔵する。液晶制御基板３６０は、このＲＯＭカートリッジ３６１に格納さ
れている画像データに基づいて液晶パネル３１０に画像を表示させる。
【０１４１】
　再び図１４に戻って、リアカバー３７０の構成について説明する。リアカバー３７０は
、前面側Ｆが開口した矩形箱状に形成されている。リアカバー３７０は、ＲＯＭカートリ
ッジ３６１が実装される液晶制御基板３６０の部品実装面３６０ａを裏面側Ｒから覆うよ
うにして、インバータ基板３５０及び液晶制御基板３６０を収容する。
【０１４２】
　リアカバー３７０には、液晶制御基板３６０に実装されたＲＯＭカートリッジ３６１を
収容する矩形箱状のケースカバー３７１が設けられている。ケースカバー３７１は、基板
収容カバー３７０ａの裏面側Ｒに連結されており、内部が基板収容カバー３７０ａと連通
している。
【０１４３】
　リアカバー３７０の開口を構成する一方側の側縁部３７０Ｒには、一対の鉤部３７６，
３７７が形成されている。前述したように、液晶支持ベース３２０には、一対の支持孔部
３４３ａ，３４３ｂと、これら一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂに隣接する一対の回動
軸部３４６ａ，３４６ｂとが設けられている（図１７）。一対の鉤部３７６，３７７は、
一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂに挿通可能に形成されている。また、一対の鉤部３７
６，３７７は、その先端が根元に対して略直角に鉤状に屈曲しており、一対の回動軸部３
４６ａ，３４６ｂと係合する。このように、一対の鉤部３７６，３７７は、一対の支持孔
部３４３ａ，３４３ｂに挿通された状態で、一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂと係合す
ることにより、一対の回動軸部３４６ａ，３４６ｂを回動軸として回動可能になる。
【０１４４】
　図１５に移って、リアカバー３７０を背面側Ｒからみると、リアカバー３７０の開口を
構成する他方側の側縁部３７０Ｌには、上部側Ｔに取付ネジが挿通される挿通孔を有する
取付ボス３７４が形成されている。また、側縁部３７０Ｌの下部側Ｂには、液晶支持ベー
ス３２０に形成された封印バンド取付部３５２を露出可能な封印バンド取付孔部３７９が
形成されている。
【０１４５】
　リアカバー３７０の上面３７０Ｔ及び下面３７０Ｂには、スリット状の複数の開口部３
７３が形成されている。複数の開口部３７３は、リアカバー３７０の開口内部に貯留する
熱を放出する。同様に、リアカバー３７０の裏面には、上部側Ｔ及び下部側Ｂのそれぞれ
の縁部に複数の矩形状の開口部３８１が形成されている。複数の開口部３８１は、リアカ
バー３７０の開口内部に貯留する熱を放出する。
【０１４６】
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　リアカバー３７０の上面３７０Ｔには、上面３７０Ｔの縁端部から前面側Ｆに突出する
第２規制部３７５が設けられている。第２規制部３７５は、液晶支持ベース３２０の上面
３３４と略平行に前面側Ｆに突出する。第２規制部３７５は、リアカバー３７０を液晶支
持ベース３２０に取り付けた場合に、液晶支持ベース３２０の上部側Ｔに形成された中継
凹部３２４と対向する位置に設けられるように形成されている。また、第２規制部３７５
は、リアカバー３７０が液晶支持ベース３２０に取り付けられた場合に、液晶支持ベース
３２０に設けられる液晶支持部３２１の上部側Ｔの領域に亘るように形成されている。つ
まり、第２規制部３７５は、液晶支持ベース３２０にリアカバー３７０を取り付けた場合
に、液晶パネル３１０の上下方向における移動を規制する。
【０１４７】
　ケースカバー３７１には、傾斜部３８０が形成されている。傾斜部３８０は、ケースカ
バー３７１の側面３７１Ｌに形成されている。傾斜部３８０は、ケースカバー３７１の裏
面３７１Ｒからリアカバー３７０の裏面に向かって、リアカバー３７０における他方側の
側縁部３７０Ｌ方向に下り傾斜するように形成されている。言い換えると、傾斜部３８０
は、ケースカバー３７１の裏面３７１Ｒからリアカバー３７０の開放端側に向かって下り
傾斜するように形成されている。
【０１４８】
　リアカバー３７０には、ケースカバー３７１と隣接するように開口部３７２が形成され
ている。開口部３７２は、ケースカバー３７１の傾斜部３８０側に設けられており、傾斜
部と隣接するように形成されている。開口部３７２には、液晶制御基板３６０に接続され
るコネクタ３６２ａ，３６２ｂが露出するように配置されている。
【０１４９】
　次に、図１８から図２３を参照して、本実施形態の遊技機１に取り付けられる上部ユニ
ット２００における作用効果について説明する。
【０１５０】
　図１８は、上部ユニット２００を示した図８のＸ－Ｘ断面図を示す。この図１８に示す
ように、本実施形態の遊技機１によれば、上部レンズカバー２４０には、下部側Ｂに一対
の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒが形成されている。一方、枠カバー２３０には、上部側Ｔ
に一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒが形成されている。そして、上部レンズカバー２４
０と枠カバー２３０とは、隣接して上下方向に配置されている。さらに、一対の係合凹部
２４５Ｌ，２４５Ｒと一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒとは、係合可能に形成されてい
る。そのため、上部レンズカバー２４０と枠カバー２３０とは、一対の係合凹部２４５Ｌ
，２４５Ｒと一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒとを係合させた状態でユニットベース２
１０に取り付けることが可能になる。
【０１５１】
　ここで、上部レンズカバー２４０は、枠カバー２３０をユニットベース２１０に取り付
けた後、取付ネジＮでユニットベース２１０に固定される。そして、上部レンズカバー２
４０を固定する取付ネジＮは、ユニットベース２１０側から上部レンズカバー２４０に取
り付けられ、上部レンズカバー２４０をユニットベース２１０側に押圧させた状態で上部
レンズカバー２４０を固定させる。そのため、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒは、取
付ネジによりユニットベース２１０側に押圧される。ユニットベース２１０側に押圧され
た一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒと係合する一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒは、
一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒに押圧された状態で、ユニットベース２１０に固定支
持されることとなる。これにより、例えば、上部レンズカバー２４０と枠カバー２３０と
の間に生じる部品同士のガタつきや部品間の不要な隙間の発生を防止することができる。
【０１５２】
　また、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒは、上部側Ｔに凹状に形成された一対の嵌合
部２４６Ｌ，２４６Ｒと、上部レンズカバー２４０の裏面に形成され、一対の嵌合部２４
６Ｌ，２４６Ｒと直交する一対の押圧部２４７Ｌ，２４７Ｒと、から構成されている。一
方、一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒは、裏面側Ｒに形成される一対の第１凸部２３４
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Ｌ，２３４Ｒと、前面側Ｆに形成される一対の第２凸部２３５Ｌ，２３５Ｒと、から構成
されている。なお、一対の第１凸部２３４Ｌ，２３４Ｒと、一対の第２凸部２３５Ｌ，２
３５Ｒとは、隣接して形成されている。
【０１５３】
　ここで、一対の第１凸部２３４Ｌ，２３４Ｒは、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒの
一対の押圧部２４７Ｌ，２４７Ｒと当接可能に突出形成されている。一方、一対の第２凸
部２３５Ｌ，２３５Ｒは、一対の嵌合部２４６Ｌ，２４６Ｒと嵌合可能に僅かに突出する
ように形成されている。そのため、上部レンズカバー２４０と枠カバー２３０とは、一対
の嵌合部２４６Ｌ，２４６Ｒが一対の第２凸部２３５Ｌ，２３５Ｒと嵌合すると共に、一
対の押圧部２４７Ｌ，２４７Ｒが一対の第１凸部２３４Ｌ，２３４Ｒを押圧した状態でユ
ニットベース２１０に取り付けられることとなる。これにより、例えば、上部レンズカバ
ー２４０と枠カバー２３０との間に生じる幅方向における部品同士のガタつきや部品間の
不要な隙間の発生も防止することができる。
【０１５４】
　さらに、上部レンズカバー２４０をユニットベース２１０に固定させる取付ネジＮを螺
合させる一対の下部ネジ孔２４９Ｌ，２４９Ｒは、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒの
上部側Ｔにおいて、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒと隣接するように設けられる。そ
のため、一対の下部ネジ孔２４９Ｌ，２４９Ｒに取付ネジＮを螺合させると、一対の係合
凹部２４５Ｌ，２４５Ｒをより強くユニットベース２１０に押圧させることが可能になる
。これにより、一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒと一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒ
との係合を強固にすることが可能になり、例えば、上部レンズカバー２４０と枠カバー２
３０との間に生じる幅方向における部品同士のガタつきや部品間の不要な隙間の発生も防
止することができる。
【０１５５】
　また、本実施形態の遊技機１によれば、ＬＥＤ２２１を備えるＬＥＤ基板２２０は、ユ
ニットベースにおいて、上部レンズカバー２４０の内部に取り付けられている。一方、す
でに図１３（ｂ）を参照して説明したように、上部レンズカバー２４０には、上部レンズ
カバー２４０の下部側Ｂにおいて裏面側Ｒに延出する一対の基板支持部２４８Ｌ，２４８
Ｒが形成されている。そして、一対の基板支持部２４８Ｌ，２４８Ｒは、ユニットベース
２１０への装着時に、先端がユニットベース２１０の正面部２１０ａと当接すると共に、
ＬＥＤ基板２２０の下部側Ｂ（下端）とも当接する。そのため、一対の基板支持部２４８
Ｌ，２４８Ｒは、ＬＥＤ基板２２０を下部側Ｂから支持することが可能となる。これによ
り、ＬＥＤ基板２２０のガタつきやＬＥＤ基板２２０と上部レンズカバー２４０との間に
も不要な隙間を生じさせることを防止することができる。
【０１５６】
　また、本実施形態の遊技機１によれば、上部レンズカバー２４０には、上部側Ｔに幅方
向に延びる嵌入凸部２４４が形成されている。一方、ユニットベース２１０には、上部側
Ｔに嵌入凹部２１４が形成されている。嵌入凸部２４４は、嵌入凹部２１４に嵌入可能に
形成されている。そのため、上部レンズカバー２４０は、より強固にユニットベース２１
０に取り付けることが可能になる。これにより、上部レンズカバー２４０及びユニットベ
ース２１０同士の上下方向におけるガタつきや不要な隙間の発生を防止することができる
。
【０１５７】
　また、嵌入凸部２４４の幅方向における両側には、上部レンズカバー２４０をユニット
ベース２１０に固定させる取付ネジを螺合させる一対の上部ネジ孔２５１Ｌ，２５１Ｒが
設けられている。そのため、一対の上部ネジ孔２５１Ｌ，２５１Ｒに取付ネジを螺合させ
ると、嵌入凸部２４４をより強く嵌入凹部２１４に押圧させることが可能になる。これに
より、嵌入凸部２４４と嵌入凹部２１３４との嵌合を強固にすることが可能になり、例え
ば、上部レンズカバー２４０及びユニットベース２１０同士の上下方向におけるガタつき
や不要な隙間の発生をさらに防止することができる。
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【０１５８】
　図１９は、上部ユニット２００を備えた液晶表示装置３００の外観斜視図を示す。この
図１９に示すように、本実施形態の遊技機１によれば、液晶パネル３１０を支持する液晶
支持ベース３２０には、液晶パネル３１０を摺動可能に支持する一対の摺動支持部３２５
Ｌ，３２５Ｒと、液晶支持ベース３２０における所定の支持位置において、液晶パネル３
１０の取付方向への移動を規制する第１規制部３３１と、が設けられている。そのため、
摺動させて取り付けられた液晶パネル３１０は、液晶支持ベース３２０における所定の支
持位置で、液晶支持ベース３２０により支持可能になる。つまり、液晶パネル３１０は、
液晶支持ベース３２０に摺動（スライド）させて着脱させることが可能になる。
【０１５９】
　また、本実施形態の遊技機１によれば、液晶パネル３１０を摺動可能に支持する一対の
摺動支持部３２５Ｌ，３２５Ｒは、上部側Ｔが前面側Ｆに傾斜するように形成されている
。つまり、液晶パネル３１０は、上部側Ｔが前面側Ｆに傾斜した状態で液晶支持ベース３
２０に支持されている。そのため、液晶パネル３１０の表示面３１４は、上部側Ｔが前面
側Ｆに傾斜する。また、液晶パネル３１０は、上部ユニットに設けられ、上部ユニットは
、遊技機１の上部側Ｔに配設されている。つまり、液晶パネル３１０は、表示面３１４が
遊技機１の上部側Ｔから遊技者側に傾斜するように液晶支持ベース３２０に支持されてい
る。そのため、例えば、遊技者は、視線を大きく動かすことなく、液晶パネル３１０に表
示される遊技情報を確認することが可能になる。これにより、例えば、遊技者は、容易に
液晶パネル３１０を見ることができると共に、集中して遊技を楽しむことが可能になる。
【０１６０】
　図２０は、上部ユニット２００を備えた液晶表示装置３００の正面図を示す。この図２
０に示すように、液晶支持ベース３２０に取り付けられるリアカバー３７０には、第２規
制部３７５が設けられている。第２規制部３７５は、リアカバー３７０が液晶支持ベース
３２０に取り付けられたときに、液晶支持ベース３２０に支持される取り外し方向への移
動を規制する。そのため、液晶支持ベース３２０にリアカバー３７０を取り付けるだけで
、液晶パネル３１０を液晶支持ベース３２０から取り外せないように固定させることが可
能になる。
【０１６１】
　これにより、例えば、液晶パネル３１０を多数の取付ネジで液晶支持ベース３２０の支
持位置に固定する必要がなくなり、液晶パネル３１０の取り付け及び取り外しが容易にな
る。また、液晶パネル３１０を摺動させて取り付けるため、液晶パネル３１０を円滑に液
晶支持ベース３２０取り付けを行うことが可能になる。さらに、使用する取付ネジの本数
を減少させることが可能になるため、例えば、部品点数を削減させることが可能になると
共に、取付ネジの取り付け及び取り外しなどの作業工程を減少させることが可能になる。
これにより、液晶パネル３１０の交換やメンテナンスにかかる手間と時間を短くすること
が可能になる。
【０１６２】
　図２１は、上部ユニット２００を備えた液晶表示装置３００の平面図を示す。この図２
１に示すように、本実施形態の遊技機１によれば、液晶支持ベース３２０には、リアカバ
ー３７０が取り付けられた場合における第２規制部３７５と対向する位置に中継凹部３２
４が設けられる。そのため、液晶パネル３１０と液晶制御基板３６０とを中継する中継ケ
ーブルなどを中継凹部３２４を介して配置させることが可能になる。これにより、例えば
、中継ケーブルなどを中継凹部３２４にまとめることが可能になり、個々の中継ケーブル
の破断や切断を防止することが可能になる。
【０１６３】
　また、本実施形態の遊技機１によれば、中継凹部３２４には、第２規制部３７５側に突
出する突起片３３５が形成されている。突起片３３５は、中継凹部３２４を前後方向に区
画する。そのため、中継ケーブルをその種類ごとに分けて配置させることが可能になる。
これにより、目視による中継ケーブルの種類の認識が容易になり、メンテナンスや交換な
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どの作業が容易になる。
【０１６４】
　図２２は、上部ユニット２００を備えた液晶表示装置３００のリアカバー３７０を回動
させた状態の外観斜視図を示す。この図２２に示すように、本実施形態の遊技機１によれ
ば、リアカバー３７０は、液晶支持ベース３２０に回動可能に取り付けられている。具体
的には、液晶支持ベース３２０には、リアカバー３７０を回動可能に軸支する回動支持部
３２３が形成されている。ここで、回動支持部３２３は、一対の支持孔部３４３ａ，３４
３ｂと、一対の回動軸部３４６ａ，３４６ｂと、を備える。一対の回動軸部３４６ａ，３
４６ｂは、一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂと隣接している。また、一対の支持孔部３
４３ａ，３４３ｂには、リアカバー３７０に形成される鉤部３７６，３７７が挿通可能に
形成されている。一方、リアカバー３７０には、略Ｌ字状に形成された鉤部３７６，３７
７が設けられている。鉤部３７６，３７７は、一対の支持孔部３４３ａ，３４３ｂを介し
て、一対の回動軸部３４６ａ，３４６ｂに回動可能に軸支されている。そのため、リアカ
バー３７０の開放端側の取付ネジのみを外すだけで、リアカバー３７０の内部に配置され
る液晶制御基板３６０などを容易に確認することが可能になる。これにより、遊技機に使
用される部品点数及びメンテナンス時における作業工程などを削減させることが可能にな
る。さらに、使用するネジの数を減らすことが可能となるため、例えば、メンテナンスな
どを行う作業者の負担を減少させることが可能になる。
【０１６５】
　また、本実施形態の遊技機１によれば、液晶支持ベース３２０の裏面３２０Ｒには、イ
ンバータ基板３５０と液晶制御基板３６０とが固定されている。液晶制御基板３６０は、
液晶支持ベース３２０の裏面３２０Ｒにおいて、インバータ基板３５０を覆うように配置
され、固定されている。ここで、インバータ基板３５０は、インバータ基板収容部３２２
Ａにおいて、液晶支持ベース３２０の裏面３２０Ｒから突出形成された第１インバータ基
板支持部３３７ａと、第２インバータ基板支持部３３７ｂと、第３インバータ基板支持部
３３７ｃと、第４インバータ基板支持部３３７ｄと、により支持されている。
【０１６６】
　一方、液晶制御基板３６０は、液晶制御基板収容部３２２Ｂにおいて、液晶支持ベース
３２０の裏面３２０Ｒから突出形成された第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基
板台３４１ｂ、第３液晶制御基板台３４１ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと、第１液
晶制御基板支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持
部３４２ｃに載置されている。第１液晶制御基板台３４１ａ、第２液晶制御基板台３４１
ｂ、第３液晶制御基板台３４１ｃ及び第４液晶制御基板台３４１ｄと、第１液晶制御基板
支持部３４２ａ、第２液晶制御基板支持部３４２ｂ及び第３液晶制御基板支持部３４２ｃ
は、第１インバータ基板支持部３３７ａ、第２インバータ基板支持部３３７ｂ、第３イン
バータ基板支持部３３７ｃ、及び第４インバータ基板支持部３３７ｄよりも裏面側Ｒに突
出量が大きくなるように形成されている。そのため、インバータ基板収容部３２２Ａに収
容されたインバータ基板３５０と、液晶制御基板収容部３２２Ｂに収容された液晶制御基
板３６０との間には、所定の空間部Ｋが形成されることになる。これにより、例えば、液
晶パネル３１０から延出した中継ケーブル（図示せず）などを空間部Ｋに配設させること
が可能になる。
【０１６７】
　図２３は、上部ユニット２００を備えた液晶表示装置３００のリアカバー３７０を裏面
側から見た外観斜視図を示す。この図２３に示すように、本実施形態の遊技機１によれば
、リアカバー３７０には、電子部品を収容するＲＯＭカートリッジ３６１を収容するケー
スカバー３７１が突出形成されている。一方、ケースカバー３７１には、リアカバー３７
０の開放端側に向かって傾斜する傾斜部３８０が形成されている。そのため、例えば、リ
アカバー３７０を一対の回動軸部３４６ａ，３４６ｂを中心に回動させた場合においても
、リアカバー３７０は、ケースカバー３７１がＲＯＭカートリッジ３６１に接触すること
なく開閉することが可能になる。これにより、リアカバー３７０にケースカバー３７１の
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みを突出形成させることが可能になり、液晶表示装置３００を小型化させることが可能に
なる。
【０１６８】
　また、本実施形態の遊技機１によれば、液晶制御基板３６０には、遊技機１における他
の制御基板などと接続するためのコネクタ３６２ａ，３６２ｂが設けられている。一方、
リアカバー３７０には、液晶制御基板３６０のコネクタ３６２ａ，３６２ｂと連通する開
口部３７２が設けられる。開口部３７２は、ＲＯＭカートリッジ３６１を収容するケース
カバー３７１の傾斜部３８０側にケースカバー３７１と隣接するように設けられる。その
ため、例えば、作業者が開口部３７２に連通する液晶制御基板３６０に接続可能なコネク
タ３６２ａ，３６２ｂなどを液晶制御基板３６０に接続させる場合においても、開口部３
７２と対向する側には傾斜部３８０により形成される所定の空間が設けられるため、容易
にコネクタ３６２ａ，３６２ｂの着脱を行うことが可能になる。
【０１６９】
　以上、本発明を実施するための最良の形態について説明したが、本発明はこれに限られ
るものではない。
【０１７０】
　本実施形態においては、液晶支持ベース３２０の幅方向における両側に一対の摺動支持
部を設け、液晶支持ベース３２０の下部側Ｂに第１規制部３３１を設けることにより、液
晶パネル３１０を液晶支持ベース３２０の上部側Ｔから摺動させて装着する構成としたが
、本発明においてはこれに限らない。例えば、液晶支持ベース３２０の上部側Ｔ及び下部
側Ｂに一対の摺動支持部を設け、幅方向における両側のうち一方側に第１規制部３３１を
設けることにより、液晶パネル３１０を液晶表示装置３００の幅方向から摺動させて装着
可能な構成としてもよい。
【０１７１】
　また、本実施形態においては、リアカバー３７０は、液晶支持ベース３２０に回動可能
に取り付けられる構成としたが、本発明においてはこれに限らない。例えば、取付ネジに
より取り付けられる構成としてもよい。
【０１７２】
　また、本実施形態においては、上部レンズカバー２４０に枠カバー２３０に形成された
一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒに係合可能な一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒを設
けたが、本発明においてはこれに限らない。例えば、上部レンズカバー２４０は、一対の
係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒと係合可能に構成されていればよい。
【０１７３】
　また、本実施形態においては、上部レンズカバー２４０に一対の係合凹部２４５Ｌ，２
４５Ｒを設け、枠カバー２３０に一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒとを設け、一対の係
合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒを一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒに押圧させる構成とした
が、本発明においてはこれに限らない。例えば、上部レンズカバー２４０を一対の係合凸
部２３３Ｌ，２３３Ｒに直接押圧させる構成としてもよい。
【０１７４】
　また、本実施形態においては、枠カバー２３０に一対の係合凸部２３３Ｌ，２３３Ｒを
形成し、上部レンズカバー２４０に一対の係合凹部２４５Ｌ，２４５Ｒを形成する構成と
したが、本発明においてはこれに限らない。例えば、係合凸部及び係合凹部は、枠カバー
２３０及び上部レンズカバー２４０に少なくとも１以上形成されていればよい。
【０１７５】
　また、本実施形態においては、液晶パネル３１０の上部側Ｔが遊技機１の前面側Ｆに傾
斜するように液晶支持ベース３２０に固定支持させることにより、上部側Ｔに配設された
液晶パネル３１０の表示面３１４を遊技者に向けて傾斜させる構成としたが、本発明にお
いてはこれに限らない。例えば、液晶パネル３１０は、傾斜角度を変更可能に液晶支持ベ
ース３２０に支持させる構成としてもよい。例えば、液晶支持ベース３２０に所定のモー
タを取り付け、傾斜する表示面３１４の傾斜角度を調整可能としてもよい。
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【図面の簡単な説明】
【０１７６】
【図１】本発明による遊技機の一実施形態を示す外観斜視図である。
【図２】前記実施形態による遊技機の前面扉の裏面を示す平面図である。
【図３】前記実施形態による遊技機の筐体の内部を透過させた状態の側面図である。
【図４】前記実施形態による遊技機の電気回路の構成を示すブロック図である。
【図５】前記実施形態による遊技機の上部ユニットの分解組立図である。
【図６】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する支持ベースにＬＥＤ基板を
取り付けた状態を示す外観斜視図である。
【図７】図６に示す支持ベースに枠カバーを取り付けた状態を示す外観斜視図である。
【図８】図７に示す支持ベースに上部レンズカバーを取り付けた状態を示す外観斜視図で
ある。
【図９】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する支持ベースに上部レンズカ
バー、枠カバー及びＬＥＤ基板を取り付けた状態を支持ベースの裏面側から見た状態を示
す外観斜視図である。
【図１０】図９に示す支持ベースに液晶表示装置を取り付けた状態を示す外観斜視図であ
る。
【図１１】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する支持ベースの外観斜視図
である。
【図１２】（ａ）は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する枠カバーを前
面側から見た外観斜視図であり、（ｂ）は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを
構成する枠カバーを裏面側から見た外観斜視図である。
【図１３】（ａ）は、前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する上部レンズカ
バーを前面側から見た外観斜視図であり、（ｂ）は、前記実施形態による遊技機の上部ユ
ニットを構成する上部レンズカバーを裏面側から見た外観斜視図である。
【図１４】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置を前面側か
ら見た分解斜視図である。
【図１５】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置を裏面側か
ら見た分解斜視図である。
【図１６】（ａ）は、前記実施形態による遊技機の液晶表示装置を構成する液晶支持ベー
スを正面側から見た外観斜視図であり、（ｂ）は、前記実施形態による遊技機の液晶表示
装置を構成する液晶支持ベースを裏面側から見た外観斜視図である。
【図１７】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶支持ベースに形成さ
れる回動支持部を示す部分拡大図である。
【図１８】図８のＸ－Ｘ断面図である。
【図１９】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置の外観斜視
図である。
【図２０】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置の正面図で
ある。
【図２１】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置の平面図で
ある。
【図２２】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置のリアカバ
ーを回動させた状態を示す外観斜視図である。
【図２３】前記実施形態による遊技機の上部ユニットを構成する液晶表示装置のリアカバ
ーを裏面側から見た外観斜視図である。
【符号の説明】
【０１７７】
　１　　遊技機
　２　　筐体
　２ａ　　キャビネット
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　２ｂ　　前面扉
　３Ｌ，３Ｃ，３Ｒ　　メインリール
　２１Ｌ、２１Ｃ、２１Ｒ　　サブリール
　２００　　上部ユニット
　２１０　　ユニットベース（ベース部材）
　２２０　　ＬＥＤ基板（発光体基板）
　２３０　　枠カバー（第２カバー）
　２３３Ｌ，２３３Ｒ　　係合凸部
　２３４Ｌ，２３４Ｒ　　第１係合凸部
　２３５Ｌ，２３５Ｒ　　第２係合凸部
　２４０　　上部レンズカバー（第１カバー）
　２４５Ｌ，２４５Ｒ　　係合凹部
　２４６Ｌ，２４６Ｒ　　嵌合部
　２４７Ｌ，２４７Ｒ　　押圧部
　３００　　液晶表示装置
　３１０　　液晶パネル（表示部）
　３２０　　液晶支持ベース（支持ベース）
　３２３　　回動支持部
　３２４　　中継凹部
　３２５Ｌ，２３５Ｒ　　摺動支持部
　３３１　　第１規制部
　３５０　　インバータ基板
　３６０　　液晶制御基板（制御基板）
　３６１　　ＲＯＭカートリッジ（ケース体）
　３７０　　リアカバー
　３７１　　ケースカバー
　３７５　　第２規制部
　３８０　　傾斜部
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